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製品についての注意事項 

この ユーザー ガイドでは、ほとんどの モデ 
ルに共通の機能について説明します。一部 
の機能は、お使いのコンピューターで対応 
していない場合もあります。 


製品番号： 598085 -291 



安全に関するご注意 


a 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがあ y ますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (IEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 機能 

ハー ドウ I アの確認 

▲ コン ピュータ ー に取り付けられているハードウェアの 一 覧を参照するには、 [ Computer ] (コン 
ピュータ ） —[Control Center ] (コント ロールセンター）— [ YaST ] — [Hardware 
Information ] (ハードウェア情報）の順に選択します 0 

表面の各部 

タツチパッド 
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名称 



説明 

(1) 

タッチパッドオフインジケーター 


タッチパッドゾーンのオンとオフを切り替えるには、タッチパッ 
ドオフインジケーターをすばやくダブルタップします 

注記： タッチパッドゾーンがアクティブになっている場合 
は、ランプが消灯しています 

(2) 

タッチパッドゾーン 


ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(3) 

左のタッチパッドボタン 


外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

右のタッチパッドボタン 


外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 


ハードウ ヱアの確認 

















ランプ 


m 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してく〒£さし、。以下の図は英語版のキー配列で 

す。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


©⑩⑲ © 




名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオフインジケ _ 夕一 

• オレンジ色：タツチパツドがオフになっています 

• 消灯：タツチパツドがオンになっています 

(2) 

Caps Lock フンプ 

点灯： Caps Lock がオンになっています 

(3) 

電子メールクライアントランプ 

点滅： [Evolution] 電子メールクライアントを起動しています 

(4) 

Web ブラウザーランプ 

点滅： [Firefox] ブラウザーを起動しています 
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名称 


説明 


(5) 電源ランプ • 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

• 点滅：コンピューターがサスペンド状態になっています 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 


(6) 無線ランプ • 白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth® デバイスなどの内蔵 

無線デバイスの電源がオンになっています 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 


ボタン、スピーカー、スイッチ、および指紋認証システム（一部のモデルのみ) 


聲 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。また、以下の図は英語 
版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 


Q Q 〇 9 0 



名称 


説明 

(1) 

スピーカー (x2) 

サウンドを出力します 

(2) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 
と、ディスプレイの電源が切れます 
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名称 


説明 


(3) 電源ボタン • コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、 

電源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを押すと、 

電源が切れます 


• コンピューターがサスペンド状態のときに短く押すと、サス 

ペンドが終了します 


• コンピューターが ハイノ 《ネーシヨン状態のときにボタンを短 
く押すと、 ハイ バネーシヨンが終了します 


コンピューターが応答せず、オペレーティングシステムのシャツ 
トダウン手順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程度押し 
たままにすると、コンピューターの電源が切れます 


電源設定およびその変更方法について詳しくは、 [ Computer ] 
(コンピュータ） —> [Control Center ] (コントロールセンター) 
— [ System ] (システム ）— [Power Management ] (電源の管 
理）の順に選択します 


(4) 指紋認証システム（一部のモデルのみ） パスワードの代わりに指紋認証を使用してログオンできます 
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機能 









キー 


m 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。以下の図は英語版のキー配列で 
す。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 



名称 


説明 

(1) 

esc キ■— 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

内蔵テンキー 

fn キーおよび num Ik キーと _ 緒に押すと、外付けテンキーと同 
様に使用できます 

(4) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステ 
ムの機能を実行します 
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名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を表示し 
ます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことに 
よって、頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

(3) 

内蔵テンキ_ 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵 
テンキーの位置は同じです 

(4) 

フアンクシヨンキー 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステ 
ムの機能を実行します 


前面の各部 
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名称 

説明 

(1) ドライブランプ 

白色で点滅：ハードドライブまたはオプティカルドライブにア 
クセスしています 
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名称 

説明 

(2) メディアカードリーダー 

以下のフォー マツ トの別売のメディアカードに対応しています 


參 

メモリースティック 

• 

メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• 

メモリースティック PRO (アダプターが必要） 

• 

マルチメディアカード （ MMC ) 

• 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 

參 

xD ピクチャーカード ( XD ) 

• 

xD ピクチャーカード ( XD ) Type H 

• 

xD ピクチャーカード ( XD ) Type M 


(3) 才ーデイオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 

ン、へッドセット、またはテレビオーディオを接続したとき 
に、サウンドを出力します 


注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 


(4) オーディオ入力（マイク）コネクタ 別売のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ステレオアレ 

イマイク、またはモノラルマイクを接続します 


右側面の各部 


m 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 



名称 



説明 

(1) 

USB コネクタ 

( x 2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(2) 

RJ -11 (モデム）コネクタ（一部のモデルの 
み） 

モデムケ _ ブルを接続します 

(3) 

オプティカル 

み） 

ドライブランプ（一部のモデルの 

点滅：オプティカルドライブにアクセスしています 

(4) 

オプティカル 

ドライブ（一部のモデルのみ） 

オプティカルディスクを読み取ります。モデルによってはオプ 
ティカルディスクへの書き込みも行います 
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名称 


説明 

(1) 

USB コネクタ ( x 2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(2) 

RJ -11 (モデム）コネクタ（一部のモデルの 
み） 

モデムケ _ ブルを接続します 

(3) 

オプティカルドライブ（一部のモデルのみ） 

オプティカルディスクを読み取ります。モデルによってはオプ 
ティカルディスクへの書き込みも行います 

(4) 

オプティカルドライブランプ（一部のモデルの 
み） 

点滅：オプティカルドライブにアクセスしています 

(5) 

AC アダプターランプ 

• 点灯：コンピューターは外部電源に接続され、バッテリが充 
電中です 

• 消灯： 

。 コンピューターは外部電源に接続されていません 

。 コンピューターは外部電源に接続されていますが、バッ 

テリの充電は完了しています 

(6) 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 


左側面の各部 


歐 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 





名称 説明 


(1) セキュリティロックケーブル用スロット 別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続し 

ます 

注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあります 
が、コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐもので 
はありません 


(2) 電源コネクタ 


AC アダプター を接続します 
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名称 


説明 


(3) 

AC アダプターランプ 

• 点灯：コンピューターは外部電源に接続され、バッテリが充 
電中です 

• 消灯： 

。 コンピューターは外部電源に接続されていません 

。 コンピューターは外部電源に接続されていますが、バッ 

テリの充電は完了しています 

(4) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(5) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(6) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(7) 

HDMI コネクタ 

別売の HDMI デバイスを接続します 

(8) 

eSATA/USB コンボコネクタ 

別売の USB デバイス、または eSATA 外付けハードドライブなど 
の高性能な eSATA コンポーネントを接続します 

(9) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(10) 

ExpressCard スロット 

別売の ExpressCard をサボートしています 



(^) (jSj) 


名称 


説明 

(1) 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに接続し 
ます 



注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあります 
が、コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐもので 
はありません 

(2) 

通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのフアンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部フアンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(3) 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(4) 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(5) 

HDMI コネクタ 

別売の HDMI デバイスを接続します 


ハードウ ヱアの確認 9 































名称 


説明 

(6) 

eSATA/USB コンボコネクタ 

別売の USB デバイス、または eSATA 外付けハードドライブなど 
の高性能な eSATA コンポーネントを接続します 

(7) 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

(8) 

ExpressCard スロツト 

別売の ExpressCard をサポートしています 


暴面の各部 

d) ® d) 

0909 



名称 

説明 

(1) バッテリリリースラッチ (><2) 

バッテリをバッテリベイから固定解除します 

(2) バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(3) SIM スロット（一部のモデルのみ） 

無線 SIM (Subscriber Identity Module) カードがあります。 SIM 
スロットは、バッテリベイの中にあります 

ディスプレイ 

歐 注記： お使いの コン ピューターの外観は、 

図と多少異なる場合があります。 
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名称 


説明 

(1) 

内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプレイを閉じる 
と、ディスプレイの電源が切れます 

(2) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラランプ（一部のモデルのみ） 

点灯： Web カメラを使用しています 

(4) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 


無線アンテナ（一部のモデルのみ） 

無線アンテナは1台以上の無線デバイスとの間で信号を送受信します。アンテナはコンピューターの 
外側からは見えません。 
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名称 


説明 

(1) 

無線 WAN アンテナ ( x 2) * 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線信 
号を送受信します 

(2) 

無線 LAN アンテナ ( x 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 


* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないでください。 


お住まいの地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を 
參照してください。これらの規定情報には、このコンピューターに付属のユーザーガイド CD からア 
クセスできます。 


12 第1章 


機能 


























名称 


説明 

(1) 

電源コー P 

AC アダプターを電源コンセントに接続します 

(2) 

バツテリ* 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに、コンピュー 
ターに電力を供給します 

(3) 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

* バッテリおよび電源コードは、国や地域によって外観が異なります。このコンピューターを日本国内で使用する場合は、製 
品に付属の電源コードをお使いください。付属の電源コードは、他の製品では使用できません。 


ラベルの確認 


コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決するときに必要な情報や、コン 
ピューターを日本国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：以下の情報を含む重要な情報が記載されています。 




皆 


"producl = oxxi 
--s/n : 〇腿 xm 
pin : KKmiXX)! 

mXXKIKKXXJC. 

1 % 1111111111111111111111111111111111 
^iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 

service 

㈣ 

xxiMm 
warranly x year 


S 


。 （1) 製品名：コンピューターの前面に貼付されている製品名です。 
。 （2) シリアル番号 （ s / n ) :各製品に一意の英数字です。 


。 （3) 製品番号 (pin ) :製品のハードウエアコンポーネントに関する固有の情報を提示する 
番号です。製品番号は、サービス担当者が必要なコンポーネントや部品を確認する場合に役 
立ちます。 
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。 (4) モデルの記載：お使いのコンピュータ_に関する文書、ドライバー、サポート情報を得 
るときに使用します。 

。 （5) 保証期間：このコンピューターの標準保証期間が記載されています。 

これらの情報は、サボート窓口にお問い合わせをするときに必要です。サービスタグラベル 
は、コンピューターの裏面に貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、コンピュー 
ターの裏面に貼付されています。 

• モデム認定/認証ラベル：モデムの規定に関する情報、および認定各国または各地域の一部で必 
要な政府機関の認定マークー覧が記載されています。日本国外で無線デバイスを使用するとき 
に、この情報が必要になる場合があります。モデム認定/認証ラベルは、コンピューターの裏面 
に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報、および認 
定各国または各地域の一部の認定マークが記載されています。別売のデバイスは、無線 LAN デ 
バイスまたは Bluetooth デバイスなどです。1つ以上の無線デバイスを使用している機種には、 
1つ以上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使用するときに、この情報が必 
要になる場合があります。無線認定/認証ラベルは、コンピューターの裏面に貼付されていま 
す。 


• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM の ICCID (Integrated 
Circuit Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイの中に貼付されて 
います。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、 コン ピュー 
ターの裏面に貼付されています。 
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2 ポインティングデバイスおよびキーボー 

K 


ポインティングデバイスの使用 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 [Mouse Properties] (マウスのプロパティ）または [TourchPad] (タッチパッ 
ド）を使用します。 


マウスのプロパティにアクセスするには、 [ Computer ] (コンビュータ ）一 >[Control Center ] (コン 
トロールセンター）^ [ Mouse ] (マウス）の順に選択します。 

タッチパッドのプロパティにアクセスするには、 [ Computer ] (コン ピュータ ） —•[Control Center ] 
(コントロ ールセンター ）一>[ TouchPad ] の順に選択します。 

外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをコンビューターに接続できます。 USB デバイ 
スを追加するには、コンピューター本体または別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）の 
USB コネクタに接続します。 

キーボードの使用 

ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キー (2) またはファンクションキーのどれか （3) の組み合わ 
せです。 

fl 〜 f12 の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表します。ホットキーの機能および操作につい 
てこの章の各項目で説明します。 


啟 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。また、以下の図は英語 
版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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機能 

ホットキー 

スリープを開始する 

fn + f 1 

画面の輝度を下げる 

fn + f 2 

画面の輝度を上げる 

fn + f 3 

画面を切り替える 

fn + f 4 

初期設定の電子メールクライアントを開く 

fn + f 5 

初期設定の Web ブラウザーを開く 

fn + f 6 

スピーカーの音を消す（ミュート） 

fn + f 7 

スピーカーの音量を下げる 

fn + f 8 

スピーカーの音量を上げる 

fn + f 9 

前のトラックまたはチャプターを再生する 

fn + f 10 

CD 、 DVD 、 または BD を再生、一時停止、または再開する 

fn + f 11 

次のトラックまたはチャプターを再生する 

fn + f 12 


ホットキーコマンドをコンピューターのキーボードで使用するには、以下のどちらかの操作を行い 
ます。 

• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短く押します。 

または 

• fn キーを押しながら、ホットキーコマンドの2番目のキーを短〈押し、両方のキ _ を同時に離 
します。 

スリープを開始する 

A 1*] 情報の損失を防ぐために、スリープを開始する前に必ずデータを保存してくださし S 

スリープを開始するには 、 fn + fl キ_を押します。 
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スリープを開始すると、情報がシステムメモリに保存され、画面表示が消えて節電モードになりま 
す。コンピューターがスリープ状態のときは電源ランプが点滅します。 

スリープを開始するには、コンピューターの電源が入っている必要があります。 


啟 注記： コンピューターがスリープ状態のときに完全な口ーバッテ 1 7 の状態になった場合、コン 

^ュ ーターはハイバネーシヨンを開始して、メモリ内の情報をハードドライブに保存します。 

スリープを終了するには、電源ボタンを短く押します。 

fn+fl ホットキーの機能は変更できます。たとえば、スリープではなくハイパネーシヨンを開始する 
ように fn +f1 ホットキーを設定することもできます。 

画面の輝度を下げる 

fn+f2 ホットキーを押すと、画面の輝度を下げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一定の割合で徐々に下がります。 

画面の輝度を上げる 

fn+f3 ホットキーを押すと、画面の輝度を上げることができます。このホットキーを押し続けると、 
輝度が一定の割合で徐々に上がります。 

画面を切り替える 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn +f4 を押します。 
たとえば、コンピューターに外付けモニタ _ を接続している場合に fn + f4 を押すと、コンピュ _ 夕 _ 
本体のディスプレイ、外付けモニタ _ のディスプレイ、コンピュータ _ 本体と外付けモニタ _ の両方 
のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります。 fn+f4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する他のデバイスとの 
間でも表示画面を切り替えることができます。 

以下のビデオ伝送方式が fn+ f4 ホットキーでサボートされます。かっこ内は、各方式を使用するデ 
バイスの例です。 

• LCD (コンピューター本体のディスプレイ） 

• 外部 VGA (ほとんどの外付けモニター） 

• HDMI (HDMI コネクタを備えたテレビ、ビデオカメラ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、ビ 
デオキャプチャカ _ ド） 

• コンポジットビデオ（コンポジットビデオ入カコネクタを備えたテレビ、ビデオカメラ、 DVD 
プレーヤ—、 ビデオデッキ、ビデオキャブ チヤ カ—ド） 


m 注記： コンポジットビデオデバイスをシステムに接続するには、別売のドッキングデバイ 
スを使用する必要があります（一部のモデルのみ）。 


初期設定の電子メールアプリケーションを開く 

fn+f5 ホットキーを押すと、初期設定の電子メールアプリケーションが開きます。 

初期設定の Web ブラウザーを開く 

fn +f6 ホットキーを押すと、初期設定の Web ブラウザーが開きます。 
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スピーカーの 音を消す （ミュー ト） 

fn+f7 を押してスピーカーの音を消します。スピーカーの音量を元に戻すには、もう一度ホットキー 
を押します。 

スピーカーの音量を下げる 

fn+f8 を押してスピーカーの音量を下げます。このホットキーを押し続けると、スピーカーの音量が 
一定の割合で徐々に下がります。 

スピーカーの音量を上げる 

fn+f9 を押してスピーカーの音量を上げます。このホットキーを押し続けると、スピーカーの音量が 
一定の割合で徐々に上がります。 

オーディオ CD または DVD の前のトラックまたはチャプターを再生する 

オーディオ CD または DVD の再生中に fn + flO ホットキーを押すと、 CD の前のトラックまたは 
DVD の前のチャプターが再生されます。 

オーディオ CD または DVD を再生、一時停止、または再開する 

fn +f11 ホットキーの機能は、オーディオ CD または DVD が挿入されているときにのみ機能しま 
す。 

• オーディオ CD または DVD が再生中でない場合、 fn + fll を押すと再生が開始または再開され 
ます。 

• オーディオ CD または DVD の再生中に fn+fll を押すと、再生が一時停止します。 

オーディオ CD または DVD の次のトラックまたはチャプターを再生する 

オーディオ CD または DVD の再生中に fn + f12 ホットキーを押すと、 CD の次のトラックまたは 
DVD の次のチャプターが再生されます。 

内蔵テンキ_の使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効のとき 
は、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合）で示された 
機能が実行されます。 

内蔵テンキーの有効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには、 fn + num Ik キーを押します。 fn + num Ik をもう一度押すと、通 
常の文字入力機能に戻ります。 


歐 注記： 外付けキーボードま五はテンキーがコンピューターに接続されている場合、内蔵テンキーは 

機能しません。 
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内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを使用して、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能とを一 
時的に切り替えることができます。 

• テンキーが無効のときに、テンキーからの入力をテンキー機能（数字等の入力）に変更するに 
は、 fn キーを押しながらキーを押します。 

• テンキーが有効のときに、テンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、以下の操作を行い 
ます。 

。 小文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには、 fn + shift キ _ を押しながら文字を入力します。 


別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは 、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では 、 Num Lock はオフになっています）。たとえば、以下のようになります。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キ ー 、 page down キーと同様に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、以下の操作を行います。 

▲ コンピュ _ 夕 _ ではなく、外付けテンキ _ の num Ik キーを押します。 


タッチパッドとキーボ _ ドの清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ボインターが画面上で滑らかに動かなくなる場合があり 
ます。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピューターを使用す 
るときは手をよく洗ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタツチメントを使用してキーボー 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す0 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キーボードを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストロー付きの缶を使用して 
キーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 


別売の外付けテンキーの使用 19 
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3 マルチメディア 


マルチメディア機能 

お使いのコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機 
能が含まれています。また、以下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合があ 
ります。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 
• 音楽を再生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 


皆 注記： お使いのコンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含 
まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピューターに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方 
法、およびマルチメディアコンポーネントを使用する方法について説明します。 

マルチメディアコンポーネントの確認 

以下の図と表で、コンピューターのマルチメディア機能について説明します。 


斷 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。また、以下の図は英語 
版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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(Q)(D 


名称 


説明 

( 1 ) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 

( 2 ) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

( 3 ) 

スピーカー（><2) 

サウンドを出力します 

( 4 ) 

オーデイオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、へッドセット、またはテレビオーディオを接続したとき 
に、サウンドを出力します 

注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータ_本体のスピーカーは無効になります 

( 5 ) 

オーデイオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用へッドセットのマイク、ステレオアレ 
イマイク、またはモノラルマイクを接続します 


音量の調整 

音量の調整には、以下のどれかを使用します。 

• コンピューターの音量キー： 

。 音を消したり音量を元に戻したりするには、 fn キ_ (1) を押したまま、 f 7 ミュートキー 

(2) を押します。 

。 音量を下げるには、 fn キ_ ( 1 ) を押したまま、適切な音量になるまで f 8 音量下げキ_ ( 3 ) 
をタップします。 
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。 音量を上げるには、 fn キー （1) を押したまま、適切な音量になるまで f9 音量上げキー （4) 
をタップします。 



• オペレーテイングシステムのボリュームコントロール： 

a. タスクバーの右端の通知領域にある [Volume] (音量）アイコンをクリックします。 

b. 音量を調整するには、スライダーを上下に移動します。 

または 

a. [Volume] アイコンを右クリックして、 [Mute ] (消音 ）、 [Volume Control ] (ボリュームコン 
トロール）、 [Preferences] (設定）などの音量オプションを表示できます0 

b. [Volume] アイコンを右クリックして、 [Volume Control] を起動することもできます。 


マルチメディアソフトウェア 

お使いのコンピューターにはマルチメディアソフトウェアがプリインストールされています。一部 
のモデルでは、付属のオプティカルディスクに追加のマルチメディアソフトウェアが収録されてい 
ます。 

コンピューターに搭載されているハードウェアおよびソフトウェアによっては、マルチメディアに関 
する以下の操作がサポートされている場合があります。 

• オーディオ/ビデオ CD、 オーディオ/ビデオ DVD、 オーディオ/ビデオ BD、 およびィンターネッ 
トラジオを含むデジタルメディアの再生 

• データ CD の作成またはコピー 

• オーディオ CD の作成、編集、および書き込み 

• DVD やビデオ CD でのビデオまたは動画の作成、編集、および書き込み 
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A 注意： 情報の損失やディスクの損傷を防ぐため、以下のガイドラインを參考にしてください。 

ディスクに書き込む前に、コンピューターを安定した外部電源に接続してください。コンピューター 
がバッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェア以外は、開いているすべてのプログ 
ラムを閉じてください。 

コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディ 
スクへ直接コピーしないでください。まずコピー元のディスクまたはネットワークドライブから ハー 
ドドライブへコピーしてから、 ハー ドドライブからコピー先のディスクへコピーしてください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使用したり、コンピューターを移動したりしないでくださ 
しヽ。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

& 注記： コンピューターに付属のソフトウェアの使用方法については、ソフトウェアの説明書を参照 
してください。説明書はディスクまたは該当するプログラム内のヘルプファイルとして提供されま 
す。ソフトウIアの製造元の Web サイトから説明書を入手できる場合もあります。 


プリインス I ル済みのマルチメディアソフトウェアへのアクセス 

プリインス！ルされているマルチメディアソフトウェアにアクセスするには、以下の操作を行い 
ます。 

▲ [Computer] (コンピュータ）一> [More Applications] (アプリケーション）の順に選択し、使 
用するマルチメディアプログラムを起動します。 

ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3 . コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 

オーディオ 

お使いのコンピューターでは、以下のようなさまざまなオーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたは接続した外付けマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• オーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーションの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• オーディオ CD の作成（書き込み）（一部のモデルのみ） 

外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。安全に関する情報について詳しくは、『規 
定、安全、および環境に関するご注意』を参照してください。これらの規定情報には、このコンピュー 
ターに付属のユーザーガイド CD からアクセスできます。 
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外付けスピーカー、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方法については、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。デバイスを良好な状態で使用できるよう、以下の点 
に注意してください。 


• デ/《イスケーブルがお使いのコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されているこ 
とを確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて 
色分けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバーがある場合は、そのドライバーをインストールします。 


& 注記： ドライバーは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンバーターとして機能 
する、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピューターのシステムサウンドを確認するには、以下の操作を行います。 

1. [Computer] ( コンピュータ ） —> [Control Center ] (コン ト ロールセンター） 一 》■ [System ] (シ 
ステム） [Sound] (サウンド）の順に選択します。 

2. [Sound] をクリックします。 

3. [Sound] ウィンドウが開いたら、 [Sounds] (サウンド）タブをクリックします。 

4. [Sounds] タブから [Device] (デバイス）タブをクリックします。 

5. [Sound Events] (サウンドイベント）で、対応するサウンドイベントの [Test] (テスト）ボタ 
ンをクリックして、システムサウンドをテストします。 

コンピューターの録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 

1. [Computer]— » [More Applications] (アプリケーシヨン） [Sound Recorder] (サウンドレ 
コーダ）の順に選択します。 

2. [Record] (録音）をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存 
します。 

3. サウンドを再生するには、 [Computer]— > [More Applications] の順に選択します。 

4. [Helix Banshee] などの才ーディオプレーヤーを起動して、サウンドを再生します。 

啟 注記： 良好な録音結果を得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 

▲ コンピューターのオーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の [Sound] アイコン 
を右クリックします。 


動画 

お使いのコンピューターでは、以下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画の再生 

• インタ _ ネットを介したゲ _ ム 

• プレゼンテーションの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

外付け モニタ_ またはプロジェクタ ー の接続 

お使いのコンピューターには外付けモニターコネクタがあり、外付けモニターおよびプロジェクター 
を接続できます。 


外付け モニター コネクタの使用 


外付け モニターコネクタによって、 外付け モニター または プロジェクター などの外付けディスプレ 
イデバイスをお使いの コンピューターに 接続できます。 
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▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに接続 
します。 



歐 注記： 正しく接続された外有けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 fn + f4 キー 

を押して画像をデバイスに転送します。 fn+f4 キーを繰り返し押すと、表示画面がコンピューター本 
体のディスプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 


HDMI コネクタの使用 


コンピューターには、 HDMI (High Definition Multimedia Interface) コネクタが搭載されています。 
HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたはオーディオコンポーネントなどの 
別売の動画または才ーディオデバイスとコンピューターを接続するためのコネクタです。 

コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサボートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サボートできます。 


^ 注記： HDMI コネクタを使用してビデオ信号を伝送するには、一般の電器店で販売されている 
HDMI ケーブルを別途購入する必要があります。 
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HDMI コネクタに動画またはオーディオデバイスを接続するには、以下の操作を行います。 

1. HDMI ケーブルの一方の端を コン ピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. 製造元の説明書等の手順に沿って操作し、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続し 
ます。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn + f 4 
キーを押します。 


オプティカルドライブ（一部のモデルのみ） 

オプティカルドライブを使用して、 CD 、 DVD 、 または BD の再生、コピー、または作成が可能で 
す。ただし、取り付けられているドライブの種類やインストールされているソフトウェアによって、 
可能な作業は異なります。 

オプティカルディスクの使用 （ CD 、 DVD 、 および BD ) 

DVD - ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に対応して 
います。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保存します。 DVD の方が、 
CD より大きい容量を扱うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD ディスクの読み取りができます。お使いのオプ 
ティカルドライブがブルーレイディスク ( BD ) ドライブであれば、 BD の読み取りもできます。 


歐 注記： 一覧には、お使いのコンピューターでサポートされていないドライブが含まれている場合も 
あります。サポートされているオプティカルドライブのすべてが一覧に記載されているわけではあ 
りません。 


以下の一覧に示すように、オプティカルドライブによっては、オプティカルディスクに書き込みが 
できるものもあります。 


オプティカルドライブ 
の種類 

CD - RW への 
書き込み 

DVD 1 RW / 

R への書き 
込み 

DVD±R DL への書き 

込み 

LightScribe CD ま 
たは DVD ± RW / R へ 
のラベルの書き込み 

BD 

み 

R / RE への書き込 

DVD-ROM ドライブ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 


いいえ 
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オプティカルドライブ CD-RW への DVD±RW/ DVD±RDL への書き LightScribe CD ま BD R/RE への書き込 

の種類 書き込み R への書き込み たは DVD±RW/R へ み 

込み のラベルの書き込み 


LightScribe スーパーマ はい はい はい はい いいえ 

ルチ DVD±R ドライブ 
(2 層記録 （DL) 対 

応）*卞 


スーパーマルチ DVD 
±R 対応ブルーレイ 

ROM ドライブ （2 層 
記録 （DL) 対応）* 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

スーパーマルチ DVD 
+/-RW 対応ブルーレイ 
R/RE ドライブ （2 層 
記録 （DL) 対応）* 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

はい 


*2 層記録ディスクには、1層式のディスクよりも多くのデータを保存できます。ただし、このドライブで作成された2層記 
録ディスクは、多くの1層式の DVD ドライブおよびプレーヤーに対応していない場合があります。 


LightScribe ディスクは別途購入する必要があります。 LightScribe は白黒写真のようなグレースケールの画像を作成します。 


△ 注意 オーディオまたはビデオの劣化や、情報または再生機能の損失を防ぐため、 CD、DVD, BD 

の読み取り、 CD または DVD への書き込みをしているときにサスペンドまたはハイバネ _ シヨンを開 
始しないでください。 


正しいディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) の選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD、DVD、 および BD) に対応しています。デ 
ジタルデータの保存に使用される CD は商用の録音にも使用されますが、個人的に保存する必要があ 
る場合にも便利です。 DVD および BD は、主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップの 
ために使用します。 DVD と BD のフォームファクターは CD と同じですが、容量ははるかに大きく 
なります。 


啟 注記： お使いのコンピューターに取り付けられているオプティカルドライブによっては、この項 
目で説明している一部のオプティカルディスクに対応していない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (一度のみ書き込み可能）ディスクは、永続的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ユーザーとファイルを共有したりするときに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいプレゼンテーションの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピューターのファイルやスキヤンした記録資料などの恒久的なアーカイブの保存 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのオフロード（移動） 

データを記録した後は、データを削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 
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CD-RW ディスク 

CD-RW ディスク（再書き込みが可能な CD) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジェクトを保存するときに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの転送 

• ハードドライブファイルの毎週のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継続的な更新 


DVD±R ディスク 


DVD 土 R ディスクは、大量の情報を恒久的に保存するときに使用します。データを記録した後は、デー 
夕を削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きしたい場合は、 DVD 土 RW ディスクを使用します。この種類 
のディスクは、変更できない CD または DVD に書き込む前にオーディオや動画の記録テストをする 
ときに最も適しています。 
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LightScribe DVD+R ディスク 

LightScribe DVD+R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに 
使用します。このディスクは、ほとんどの DVD-ROM ドライブや DVD ビデオプレーヤーでの読み取 
りに対応しています。 LightScribe が有効なドライブと LightScribe ソフトウェアを使用すると、ディ 
スクにデータを書き込むのみでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加することもできま 
す。 


ブルーレイディスク （ BD ) 

BD は、 HD 対応動画などのデジタル情報を保存するための高密度オプティカルディスク フォーマツ 
卜です。 1 枚の 1 層式ブルーレイディスクで 25 GB まで保存でき、これは 4.7 GB の 1 層式 DVD の 
5 倍以上の容量です。 2 層式のブルーレイディスクでは 1 枚で 50 GB まで保存でき、これは 8.5 GB 
の 2 層式 DVD の 6 倍近くの容量になります。 

通常は、以下の用途で使用します。 

• 大量のデータの保存 


• HD 対応動画の再生および保存 


• ビデオ ゲーム 


啟 注記： ブルーレイは新技術を搭載した新しいフォーマツトであるため、一部のディスク、デジタル 
接続、互換性、またはパフォーマンスに問題が起こる可能性がありますが、これは欠陥ではありませ 
ん。すべてのシステム上での完全な再生は保証されていません。 


CD 、 DVD 、 または BD の再生 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


歐 注記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 
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5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます （3)。 
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6. ディスクトレイを閉じます。 

7. [ Computer ] (コンピュータ）一 ^ [More Applications ] (アプリケーシヨン）の順に選択します。 

8. [Helix Banshee ] などの才ーディオプレーヤーを起動して、ディスクを再生します。 

ぽ mbt ディスクの挿入後 r プレーヤーの起動まで少し時間がかか飞 j ますか" 7" これは通常の動作で 

す—。 

ディスクの再生中にサスペンドまたはハイパネーシヨンを開始した場合、以下のことが発生します。 

• 再生が中断する場合があります。 

• 続行するかどうかを確認する警告メ ッセー ジが表示される場合があります。このメ ッ セージが表 
示されたら、 [ No ] (いいえ）をクリックします。 

• CD または DVD を再起動し、オーディオまたは動画の再生を再開しなければならない場合があ 
ります。 

著作権に関する警告 

コンピュータープログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権によって保護されたも 
のを許可なしにコピーすることは、著作権法に違反する行為です。コンピューターをそのような目的 
に使用しないでください。 

CD または DVD のコピー 

1. [ Computer ] (コンピュータ）— • [More Applications ] (アプリケーシヨン）の順に選択して、 
[ Brasero ] にアクセスします。 

2. 左側の枠内で 、 [Disc copy ] (ディスクのコピ ー） をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 CD または DVD をコピーまたは作成します。 

オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 または BD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 
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2. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。 ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


W 注記： トレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて取り出してくださし、。 



〇 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または BD を取り出せな 
い場合 

1. ドライブの フロント パネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します （2)。 
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3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3 )。 ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

1^ MbT トレイが完全に開かない場吾は、ディスクを注意深く傾けて取 y 出してくださしヽ厂 





4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 


Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされているソフトウヱアを使用すると、 Web カメラによる写真の撮影、動画の録画、または 
オーディオの録音ができます。写真、録画した動画、または録音したオーディオをプレビューして、 
コンピューターのハードドライブに保存できます。 


歐 注記： 内蔵 Web カメラ用に設計された [Cheese] がインストールされています。 [Cheese] にアクセ 
スするには、 [Computer] (コン ピュータ） 一>[More Applications] (アプリケーシヨン）の順にク 
リックします。 

注記： 内蔵 Web カメラに対応するソフトウェアの使用方法については、それぞれのソフトウェア 
のヘルプを参照してください。 
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4 電源の管理 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。サスペンドおよび 
ハイパネーシヨ ンです。 

サスペンドが開始されると、電源ランプが点滅し画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保 
存されるため、サスペンドを終了するときはハイパネーションを終了するときよりも早く作業に戻れ 
ます。コンピューターが長時間サスペンド状態になった場合、またはサスペンド状態のときにバッテ 
リが完全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイパネーションを開始します。 

ハイバネーションを開始すると、データがハ_ドドライブのハイバネーションファイルに保存され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


△ 注意 オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にサスペンドやハイパネーシヨンを開始しな 
いでください。 

m 注記： コンピューターがサスペンドまたはハイパネーシヨン状態の場合は、無線接続やコンピュー 
ターの機能を実行することが一切できなくなります。 


ザスペンドの開始および終了 

システムは、バッテリ電源の使用時に操作しない状態が15分続いた場合、または外部電源の使用時 
に操作しない状態が30分続いた場合に、サスペンドを開始するよう出荷時に設定されています。 

電源設定およびタイムアウトは 、 [Control Center ] (コントロール センター）の [Power 
Management] (電源の管理）を使用して変更できます。 

コンピューターの電源がオンの場合、以下のどれかの方法でサスペンドを開始します。 

• [Computer ] (コン ピュータ） —•[Shutdown] (シャットダウン） —•[Suspend] (サスペンド） 
の順にクリックします。 

▲ サスペンドを終了するには、電源ボタンを短く押します。 

コンピューターがサスペンドを終了すると、電源ランプが点滅から点灯に変わり、作業を中断し 
た時点の画面に戻ります。 

ハイバネーシヨンの開始および終了 

電源設定およびタイムアウトは 、 [Control Center ] (コントロール センター）の [Power 
Management] (電源の管理）を使用して変更できます 0 
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コンピューターの電源がオンの場合、以下のどれかの方法でハイパネーシヨンを開始できます。 

• 電源ボタンを短く押します。 

• [Computer] (コンピュータ） —•[Shutdown] (シャットダウン） —^[Hibernation] (ハイバネー 
シ ヨン） の 順にクリックします。 

• タスクバーの右端にある [Power] (電源）アイコンをクリックして、 [Hibernation] をクリック 
します。 

▲ ハイパネーシヨンを終了するには、以下の操作を行います。 

電源ボタンを短く押します。 

電源ランプが点灯し、作業を中断した時点の画面に戻ります。 

[Power] (電源）アイコンの使用 

[Power] アイコンはタスクバーの右端の通知領域にあります。 [Power] アイコンを使用すると、すばや 
く電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したり、別の電源ブランを選択したりできま 
す。 

• 充電残量率を表示するには、 [Power] アイコンをクリックして、 [Information] (情報）をクリッ 
クします。 

• [Power Management Preferences] (電源管理の設定）にアクセスするには、 [Power] アイコン 
をクリックして、 [Preferences] (設定）をクリックします0 

電源管理の使用 

電源管理はコンピューターの電源の使用方法を管理するためのシステム設定の集合です。電源管理は 
節電したり、パフォーマンスを高めたりするために役立ちます。 

電源管理の設定をカスタマイズできます。 

現在の電源管理設定の表示 

▲ タスクバーの右端にある [Power] (電源）アイコンをクリックして、 [Preferences] (設定）を 
クリックします。 

現在の電源管理設定の変更 

1. タスクバーの右端にある [Power] (電源）アイコンをクリックして、 [Preferences] (設定）を 
クリックします。 

2. 必要に応じて、 [Running on AC] (外部電源使用時）、 [Running on Battery] (バッテリ電源 
使用時）、および [General] (全般）設定を変更します。 

外部電源の使用 

外部電源は、以下のどちらかのデバイスを通じて供給されます。 

a mwv 安全に関する問題の発生を防ぐため、 コン モ° ュー ターを使用する場合は r コン 它 ュー ターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターのみを使用してください。 

• 認定された AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）または拡張製品 
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以下のどれかの条件にあてはまる場合はコンピューターを外部電源に接続してください。 

A 警告！ 航空機内ゼコジ F ューターの /G7 テリを充電しなV、でく污さし 

• バッテリ充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD、DVD、 または BD に情報を書き込む場合 

コンピューターを外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域の [Battery Meter ] (バッテリメータ）アイコンの表 
示が変わります。 

外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 fn+f3 ホットキ _ を押すか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの接続 

a mwv 感電や装置の損傷を防ぐため、必ず以下の注意事項を守ってく运さい。 _ 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
ターからではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要な安全上 
の機能で to 

コンピューターを外部電源に接続するには、以下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタに差し込みます（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに差し込みます（2)。 
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3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接続します （ 3 )。 


歐 注記： お使いのコンピューターの外観は、図と多少異なる場合があります。 



バッテリ電源の使用 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピュータはバッテリ電源で 
動作します。外部電源に接続されている場合、コンピュータは外部電源で動作します。 

充電済みのバッテリを装着したコンピュータが AC アダプタから電力が供給される外部電源で動作し 
ている場合、 AC アダプタを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


m 注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 fn+f3 ホットキーを使用するか、 AC アダプタを再接続しま 
す。 


作業環境に応じて、バッテリをコンピュータに装着しておくことも、ケースに保管することも可能で 
す。コンピュータを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは充電さ 
れていて、停電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコンピュータに 
装着したままにしておくと、コンピュータを外部電源に接続していない場合は、コンピュータがオフ 
の時でもバッテリは徐々に放電していきます。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピュータに付属して 
いるバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用し 
てください。 


コンピュータのバッテリの寿命は、電源管理の設定、コンピュータで動作しているプログラム、画面 
の輝度、コンピュータに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素によって異なります。 
バッテリは消耗品です。 

バッテリの着脱 


△ 注意： コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめ ハイパネーシヨ ンを開始するかコンピューターを シャツ トダウンしておいてください。 


バッテリを装着するには、以下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 
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2. バツテリベイにバツテリを挿入し（1)、所定の位置に固定されるまで押し込みます。 
バッテリが装着されると、バッテリリリースラッチ （2) が自動的に固定されます。 



バッテリを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

2. バッテリリリースラッチをスライドさせて（1)、バッテリの固定を解除します。 

3. バッテリを取り外します（2)。 



バッテリの充電 


A 警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを充電しないでください。_ 

コンピューターを外部電源 （AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または 
別売のドッキングデバイス（一部のモデルのみ）に接続すると、バッテリの充電が開始されます。 

バッテリは、コンビューターの電源が入つているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く充電が完了します。 


バッテリ電源の使用 
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バッテリが新しいか2週間以上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り低すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 


バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、以下の点に注意してく 
ださい。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てください。 

• バッテリランプが消灯するまでバッテリを充電してください。 

asT コン e ューターの電渥、が入っている状態で/^テリを充電すると、パ^テリが完全に充 

電される | こ通知領域の /i ッテリメーター 1 ヒ 100°/# 表示される場龟^あります。 

• 通常の使用で完全充電時の 5% 未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月以上使用していないバッテリは、単に充電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を 
行います。 

バッテリランプには、以下のように充電状態が表示されます。 

• 点灯：バッテリが充電中です。 

• 点滅：バッテリが口ーバッテリ状態か完全な口ーバッテリ状態になっていて、充電されていま 
せん。 

• 消灯：バッテリの充電が完了しているか、バッテリを使用中か、バッテリが装着されていない状 
態です。 

バッテリの放鼋時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によって異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を長く保つには、以下の点に注意してください。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

• [Power Management] (電源の管理）で [Powersave] (省電力）設定を選択します。 

[Power Management] で [Powersave] 設定を選択するには、以下の操作を行います。 

1. [Computer] ( コンピュータ） — > [Control Center] ( コントロールセンター） — > [Power 
Management] の順にクリックします。 

2. [General] (全般）タブで、 [System Settings] (システム設定）をクリックします。 

3. [Battery Powered] (バッテリ電源）で、 [Powersave] を選択します。 

4. [Finish] (完了）をクリックします。 

口ーバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッテリ状態の警告とシステム応答の設定は、 [Control Center ] (コントロー ルセンター）の [Power 
Management] (電源の管理）で変更できます。 [Power Management] での設定は、ランプの状態には 
影響しません。 
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ロー バッテリ状態の確認 

コンピューターの電源としてバッテリのみを使用しているときにバッテリが口ーバッテリ状態にな 
ると、バッテリランプが点滅します。 

口ーバッテリ状態を解決しないと完全な口ーバッテリ状態に入り、バッテリランプが点滅し続け 
ます。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターでは以下の処理が行われます。 

• ハイパネーシヨンが有効で、コンピューターの電源が入っているかサスペンド状態のときは、ハ 
イバネーシヨンが開始します。 

• ハイパネーシヨンが無効で、コンピューターの電源が入っているかサスペンド状態のときは、短 
い時間サスペンド状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていないデー 
夕は失われます。 

ロー バッテリ状態の解決 

△ 注意： 情報の損失を防ぐため、 コン ¥1—ターが完全な 石" 一 /T ッ亍 * 1 2 3 Mil になって ハイ パネーシヨ 

ンが開始した場合は、電源ランプが遇灯するまで電源を入れない;^くださしヽ^ 

外部電源を使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

▲ 以下のデバイスのどれかを接続します。 

• AC アダプタ_ 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス（一部のモデルのみ） 

• 別売の電源アダプター 

充電済みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

1. コンピュータ _ の電源を切るか、ハイバネ _ シヨンを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

▲ ハイバネーシヨンを開始します。 

または 

作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

ハイパネーシヨンを終了できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

ハイパネーシヨンを終了するための十分な電力がコンピューターに残っていない場合は、以下の操作 
を行います。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを押して、ハイパネーシヨンを終了します。 
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バッテリゲージの 調整 

バッテリゲージの調整は、以下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確な場合 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化した場合 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、1か月に2回以上バッテリゲージを調整する必要はありま 
せん。また、新しいバッテリを初めて使用する前にバッテリゲージを調整する必要はありません。 

手順1:バッテリを完全に充電する 

A 警告！ 航空機内でコンピューターの/テリを充電しない"^く岳きし V " 

歐 注記： バッテリは、コンピューターの電源が入っているかどうかにかかわらず充電されますが、電 
源を切ったときの方が早く充電が完了します。 

バッテリを完全に充電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターにバッテリを装着します。 

2. コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売のドッ 
キングデバイス（一部のモデルのみ）に接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に 
接続します。 

コンピューターのノ くッテリランプが点灯します。 

3. バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

手順2 :ハイバネーシヨンおよびサスペンドを無効にする 

1. タスクバーの右端にある [Power] (電源）アイコンをクリックして、 [Preferences] (設定）を 
クリックします。 

2. [Running on AC] (外部電源使用時）および [Running on Battery] (バッテリ電源使用時） 
タブで、以下の設定の現在の値を記録しておきます。 

• [Put the display to Suspend when the computer is inactive for ] (次の時間アイドル状態 
が続いたら画面をサスペンドする） 

• [Put the computer to Suspend when it is inactive for ] (次の時間アイドル状態が続いたら 

システムをサスペンドする） * 

3. 4 つすベての設定を [Never] (なし）に変更します。 

4. [Close] (閉じる）をクリックします。 
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手順 3 :バッテリを放電する 


バッテリの放電中は、コンビューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリは、 
コンピューターを使用しているかどうかにかかわらず放電できますが、使用している方が早く放電が 
完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存して 
ください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中はシス 
テムの動作が以下のようになります。 


。 モニターが自動的にオフになりません。 

。 コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に低下しませ 

ん〇 


。 システムによるハイパネーシヨンは開始されません。 

バッテリを放電するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを外部電源から切り離します。ただし、コンピューターの電源は切らないでくだ 
さい。 

2. バッテリが放電するまで、バッ亍リ電源でコンピューターを動作させます。バッテリの放電が進 
んで口ーバッテリ状態になると、バッテリランプが点滅し始めます。バッテリが放電すると、 
バッテリランプが消灯して、コンピューターの電源が切れます。 

手順4 :バッテリを完全に再充電する 

バッテリを再充電するには、以下の操作を行います。 

1 . コンビューターを外部電源に接続して、バッテリが完全に再充電されるまで接続したままにしま 
す。再充電が完了すると、コンピューターのバッテリランプが消灯します。 

バッテリの再充電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早く完 
了します。 

2. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてバッテリランプが消 
灯した後で、コンピューターの電源を入れます。 

手順5 :ハイバネーシヨンおよびサスペンドを再び有効にする 


△注意： バッテリゲージの調整後にハイパネーシヨンを有効にしないと、コンピューターが完全な 
□ - テリ状態になつた場含 i ノ k テリが完全に放電して情報が失われるおそれがあります。 

1. タスクバーの右端にある [ Power ] (電源）アイコンをクリックして、 [ Preferences ] (設定）を 
クリックします。 

2. [Running on AC ] (外部電源使用時）および [Running on Battery ] (バッテリ電源使用時） 
タブで、以下の設定を記録しておいた値に戻します。 

• [Put the display to Suspend when the computer is inactive for ] (次の時間アイドル状態 
が続いたら画面をサスペンドする） 

• [Put the computer to Suspend when it is inactive for ] (次の時間アイドル状態が続いたら 

システムをサスペンドする） " 

3. [ Close ] (閉じる）をクリックします。 
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バッテリの節電 

• [Power Management ] (電源の管理） — »[System Settings ] (システム設定） -^[ Powersave ] (省電 
力）の順に選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続および LAN 接続をオフにし、モデムを使用 
するプログラムは使用後すぐに終了します。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 必要に応じて、 fn + f 7 および fn + f 8 ホットキーを使用して画面の輝度を調節します。 

• しばらく作業を行わないときは、サスペンドまたはハイパネーシヨンを開始するか、コンピュー 
ターの 電源を切ります。 

• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• 別のバッテリを購入し、全体的なバッテリの稼動時間の寿命を延ばします。 

• バッテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

バッテリの保管 


A 注意： 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間以上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、すべてのバッテリを取 
り出して別々に保管してくださし、。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の低い場所に保管してください。 


m 注記： 保管中のバッテリは6か月ごとに点検する必要があります。容量が50%未満になっている場 
合は、再充電してから保管してください。 


1か月以上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってくださし、。 

使用済みのバッテリの処理 


A 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがありますので、バッテリを分解したり、壊したり、穴 
をあけたりしないでください。また、バッテリの接点をシヨートさせたり、バッテリを火や水の中に 
捨てたりしないでください。 60 °C より高い温度の環境に放置しないでください。バッテリを交換す 
る場合は、^のコン^•—ターでの使用が認定されている/ ll ン亍リのみを使用してください。 

バッテリの処理については、『規定、安全、および環境に関するご注意』を参照してください。バッ 
テリは消耗品です。これらの規定情報には、このコンピューターに付属のユーザーガイド CD からア 
クセスできます。 


バッテリの交換 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[ HP バッテリ チェック] は、内部セルが正常に充電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを參照してください。バッテリ 
が HP の保証対象となっている場合は、説明書に保証 ID が記載されています。 
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m 注記： 必要なときにバッテリ切れを起こさないようにするため、充電残量のインジケーターが緑が 
かっ色黄色になったら新しい^:ンテリを購入する y をおすすめします。 

AC アダプターのテスト 

コンピューターに以下の状況のどれかが見られる場合は、 AC アダプターをテストします。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときにコンピューターの電源が入らない。 

• コンピューターを AC アダプターと外部電源に接続したときに、ディスプレイの電源が入らな 
い。 

• コンピューターが AC アダプターに接続されているときに電源ランプが点灯していない。 

AC アダプターをテストするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターからバッテリを取り外します。 

2. AC アダプターをコンピューターと電源コンセントに接続します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

• 電源ランプが点灯している場合は、 AC アダプターは正常に動作しています。 

• 電源ランプが消灯したままになっている場合は、 AC アダプターが動作していないため交換 
する必要があります。 

交換用 AC アダプターを入手する方法については、サボート窓口にお問い合わせください。 

コンピューターのシャットダウン 

A 注意 コン呈ューターを[ャットダウンすると、保存されていない情報は失われますこ 

[ Shutdown ] (シャットダウン）コマンドはオペレーテイングシステムを含む開いているすべてのプ 
ログラムを終了し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

以下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする必要がある場合 

• USB コネクタ以外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する場合 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切り離す場合 
コンピューターをシャットダウンするには、以下の操作を行います。 

W atBT コン"？ューターがサスペンドまたはハイパネーシヨン状態の場吾は、タャットダウンする前 

にサスゴンドまたはハイパネーシヨンを終了させる必要があります。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [Computer] (コンピュータ） 一 ^[Shutdown]—^[Shutdown] の順にクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、上記のシャットダウン手順を使用できない場合は、記載されてい 
る順に以下の緊急手順を試みてください。 

• 電源ボタンを5秒程度押し続けます。 

• コンピューターを外部電源から切断し、バッテリを取り外します。 


AC アダプターのテスト 45 








5 ドライブ 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いには注意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、以下の注意事項を參照してください。必要に応じて、追加の注意事項および関連手 
順を示します。 


△注意 コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、以下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にサスペンドを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り 
外してください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
かハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピューターの電源を入れ、次にオペレー 
ティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）内のディスクへの書き込みが行われているときは、キー 
ボードから入力したり、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響 
を受けやすい動作です。 

バツテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバツテリが十分に充電され 
ていることを確認してくださし、。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドラ 
イブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面に 
「コワレモノー取り扱い注意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチ X ツクするベルトコンベアなど 
のセキュリティ装置は、磁気ではなく X 線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん〇 


外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場 
所が増えます。 USB デバイスを追加するには、コンピューター本体または別売のドッキングデバイ 
ス（一部のモデルのみ）の USB コネクタに接続します。 
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USB ドライブには、以下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• LightScribe スーパーマルチ DVD±RW ドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• LightScribe スーパーマルチ DVD ± RW 対応 ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 （ DL ) 対応） 

別売の外付けデバイスの使用 

^ 注記： 必要なソフトウェアやドライバー、および使用するコン已ューターのコネクタの種類につ G 

て詳しくは、デバイスに付属の p 明書を参狸してく至令し上 

外付けデバイスをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 

△ 電源#きデバイスの接続時に装優が損傷する:^を防ぐため、デバイスの電源が'切れてい 

て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 

1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源コードを接地した外部電源のコンセ 
ントに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
ターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 

ハードドライブの交換 

△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停£を防め、反下の点に注意してく反さし V 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入っているときや、サスペンドまたはハイパネーシヨン状態のとき 
には、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次に、オペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コードを抜きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 
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7. バッテリエリアのネジを取り外します。 


W 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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8. コンピューターの背面の縁から 2 つのネジカバー （1) および2つのネジ （2) を取り外します。 


m 注記： 一部のモデルでは、取り外すネジカバーやネジがありません。 



9. コンピューターのディスプレイがある方を上にして、コンピューターを可能な限り開きます。 


△注意： コンピューターを開くときに、ディスプレイのヒンジの限界を超えるほど無理な力を加 
えないでく tz ^ l \ 限界を超える力;^無理に大きく開こうとするとディスプレイが損傷します。_ 

10. スイッチカバーをディスプレイの方向にまっすぐにスライドさせて（1)、スイッチカバーを取 
り外します （2)。 
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11. キーボードからネジを取り外します。 


歐 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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12. キーボードを奥のディスプレイの方向にスライドさせ（1)、キーボードを手前に回転させて （2) 
キーボードケーブルコネクタにアクセスできるようにします。 

^ alBT お使いのコン E ューターに最も近し、齒を參照して <无さい厂 



A 注意： キーボードケーブノヒカ」'切れ/ 1 り裂けたりしな p ように注意してください。 

または 

キーボードを奥のディスプレイの方向にスライドさせ（1)、キーボードを右側に回転させて （2) 
キーボードケーブルコネクタにアクセスできるようにします。 





A 注意 キーボードケーブルが切れたり裂けたりしないように注意してくださし、。 
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13 .キーボードヶーブルが接続されている ZIF コネクタの固定を解除し（1)、キーボ_ドヶーブル 
を上方向に引いて （2) システムボードから取り外した後、コンピューターからキーボードを取 
り外します（3)。 


m 注記： お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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14 .パ _ ムレストからネジを取り外します。 



15. パームレストを右方向にスライドさせてベースエンク □_ ジャから外し（1)、コンピューター 
の上に置きます （2)。 



16. ハー ドドライブの2 つの ネジ （1) を取り外し、 ハー ドドライブを コンピューター に固定して い 
る固定用ネジ （2) を緩めます。 

17. ハードドライブ上のプラスチック製のタブを使用してハードドライブを右側にスライドさせ 
(3)、ハードドライブをシステムボードから取り外します。 
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18. ハードドライブを持ち上げて （4) ハードドライブベイから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブ上のプラスチック製のタブを使用してハードドライブを左側にスライドさせ 
(2)、ハードドライブをシステムボードに取り付けます。 

3. ハードドライブの2つのネジ （3) を取り付け、ハードドライブをコンピューターに固定するた 
めの固定用ネジ （4) を締めます。 



54 第5章 


ドライブ 






4. パ _ ムレストを義：返して （1) パ _ ムレストトレイの上に乗せ、パ _ ムレストを左方向にス 
ライドさせてベースエンクロージャに取 y 付けなおします（2)。 



5. パームレストのネジを元の場所に取り付けます。 



6. キ _ ボードを暑返してコンピュ _ 夕 _ のパ _ ムレストの上に置きます（1)。 
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キ _ ボードケーブル （2) をシステムボードの ZIF コネクタに差し込み（3)、コネクタを固定 
します。 


m 注記： お使いの コン ピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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8. キーボードを裏返してキーボードトレイに挿入し（1)、キーボードを所定の位置までスライド 
させます（2)。 

m aisT お使いのコン e ューターに最も近[ヽ画を参照してくださしぐ— 
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9. キ_ボードのネジを取り付けます。 


歐 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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10. スイッチカバーをスイッチカバートレイの上に置き（1)、スイッチカバーをスライドさせて 
固定します （2)。 



11. コンピューターのディスプレイを閉じます。 

12. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す0 


13. コンピューターの背面の縁の2つのネジ （1) および2つのネジカバー （2) を元の場所に取り 
付けます。 

m alsT 一部のモデル〒'は、取り I けなおすネジやネジカバーがありません厂 
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14. バッテリエリアのネジを元の場所に取り付けます。 


歐 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 



15. バッテリを取り付けなおします。 

16. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

17. コン ピューターの電源を入れます。 
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6 外付けデバイス 


USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) は、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリンター、スキヤナー、 
ハブなどの別売の外付けデバイスを接続するためのハードウヱアインタフェースです。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、デバイスに付属の操作説明書を参 
照してください。 

お使いのモデルのコンピューターには4つの USB コネクタがあり 、 USB 1.0 、 USB 1.1、および 
USB 2.0 の各デバイスに対応しています。 USB ハブには、コンピューターで使用できる USB コネ 
クタが装備されています。 

USB デバイスの接続 


A 注意 USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 

ださい。 


▲ USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに 
接続します。 




USB デバイスが検出されると、デスクトップにアイコンが表示されます。 

USB デバイスの取り外し 


A 注意 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、 USB デバイスを取り外す前にデバイスを停 

止します。 

注意 USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らないで 
ください。 


USB デバイスの取り外し手順について詳しくは、デバイスに付属の説明書等を参照してくださし、。 
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USB レガシ _ サポートの使用 

USB レガシーサボート（初期設定で有効に設定されています）を使用すると、以下のことができま 


• コンピューターの起動時、または MS-DOS® ベースのプログラムやユー亍ィリティでの、コン 
ピュータ—の USB コネクタに接続された USB キーボード、マウス、またはハブの使用 

• 別売の外付けマルチベイまたは別売の USB 起動可能デバイスからの起動または再起動 

USB レガシーサボートは出荷時の設定で有効になっています。 USB レガシーサボートを有効また 

は無効にするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [F10 = ROM Based Setup] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] ( システムコンフィギュレーシヨン）一 * ■ 
[Device Configurations ] (デバイス構成） の 順に選択し、 enter キーを 押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [USB legacy support] (USB レガシーサボート機能）を [Enable] (有効） 
または [Disable] (無効)に設定し、 flO キーを押します。 

4. 設定を保存して [Computer Setup] を終了するには、矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ）— 
[Save Changes and Exit ] (変更を保存して終了）の順に選択します 0 次に、画面の説明に沿っ 
て操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

eSATA デバイスの使用 

eSATA コネクタを使用して、 eSATA 外部ハードドライブなどの別売の外付けデバイスを、高性能な 

eSATA コンポーネントに接続します。 

eSATA デバイスには、追加サボートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイス 

に付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、ソフトウェアの製造元の操作説 

明書を參照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれているか、ディスクに収録され 

ているか、またはソフトウェアの製造元の Web サイトから入手できます。 


歐 注記： eSATA コネクタは、別売の USB デバイスもサボートしています。 

eSATA デバイスの接続 


A 注意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを接続するときは無理な力を加えない 
でください。 


eSATA デバイスをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 
1 . eSATA 外付けデバイスに電源を接続します。 
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2. デバイスの eSATA ケーブルを eSATA コネクタに接続します。接続が確立されると、画面上に 
認証ウィンドウが開き、 root パスワードの入力を要求されます。 


eSAlTA 



3. root パスワードを入力すると、 eSATA デバイスが自動的にマウントされ、デスクトップにアイ 
コンが表示されます。 

eSATA デバイスの停止および取り外し 


A 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐために、 eSATA デバイスを取り外す前にデバイスを 
停止します。 

注意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスの取り外し時にケーブルを引っ張らな 
いでください。 


eSATA デバイスを停止してコンピューターから取り外すには、以下の操作を行います。 

▲ デスクトップのデバイスアイコンを右クリックし、 [Unmount] (アンマウント）をクリックし 
ます。 


^ 注記： システムの動作が終了するまで10秒間待機してから、 eSATA ケーブルを抜いてデバイ 
スを取り外します。 


外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報を保存したり、情報にアクセスしたりできる場 
所が増えます。 USB ドライブを追加するには、コンピューターの USB コネクタに接続します。 

USB ドライブには、以下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• LightScribe スーパーマルチ DVD±RW ドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• LightScribe スーパーマルチ DVD ± RW 対応ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 （ DL ) 対応） 
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別売の外付けデバイスの使用 


m 注記： 必要なソフトウェアやドライバー、およ8使用するコンピューターのコネクタの種類につい 

て詳しくは、デバイスに付属の説明書を参照してください。 


外付けデバイスをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 


△ 注意： 電源付きデバイスの接続時に装置が損傷することを防ぐため、デバイスの電源が切れてい 
て、外部電源コードがコンピューターに接続されていないことを確認してください。 


1. デバイスをコンピューターに接続します。 

2. 別電源が必要なデバイスを接続した場合は、デバイスの電源コードを接地した外部電源のコンセ 
ントに差し込みます。 

3. デバイスの電源を入れます。 

別電源が必要でない外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピューターから 
取り外します。別電源が必要な外付けデバイスを取り外すときは、デバイスの電源を切り、コンピュー 
ターからデバイスを取り外した後、デバイスの電源コードを抜きます。 


64 第6章 


外付けデバイス 






7 外付けメディアカード 


メディアカ_ドリ_ダ_での力ードの使用 

別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これら 
の力ードは、他のコンピューター以外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などでよく使用 
されます。 

お使いのコンピューターのメディアカードスロットは、以下のフォーマットのメディアカードに 
対応しています。 

• メモリースティック 

• メモリースティック Duo (アダプターが必要） 

• メモリースティック PRO (アダプターが必要） 

• マルチメディアカード （ MMC) 

• SD (Secure Digital) メモリーカード 

• xD ピクチャーカード （ XD) 

• xD ピクチャーカード (XD) Type H 

• xD ピクチャーカード (XD) Type M 

メディアカードの挿入 

A 注意 ： SD 力ードおよびコジ它ューターの損傷を防ぐため、 SD 力ードス□ットには、どのような 

種類のアダプターも挿入しないでください。 

注意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときには、無理 
な力を加え每でく迄さし;^ 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. 力ードをメディアカードリーダーに揷入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 
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メディアカードの取り出し 

a 注意: 情報の損失やジステムの応答停止を防ぐため、メディアカードを取 y 出 f 面 (3 力ードにア 

クセスしていないことを確認して互さしと 

1. 情報を保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

啟 注記： メディアカードの安全な取り出しの手順について詳しくは、メディアカード" IT 付属の 

塾明書を参 Pfk てく」^さしと 

2. メディアカードをいったんスロットに押し込んで（1)、固定を解除してから取り出します（2)。 



ExpressCard の使用（一部のモデルのみ） 

ExpressCard は、 ExpressCard スロッ トに揷入する高性能な PC カー ドです。 

標準の PC カードと同様に、 ExpressCard は PCMCIA (Personal Computer Memory Card 
International Association) の仕様に拠しています。 

ExpressCard の設定 

デバイスに必要な ソフ トウ ェアの みをインストールしてください。 ExpressCard に付属の説明書にデ 
バイスドライバーをインストールするように記載されている場合は、以下のようにします。 

• お使いのオペレーティングシステム用のデバイスドライバーのみをインストールしてくださ 
い。 

• ExpressCard の製造販売元が他のソフトウェア（カードサービス、ソケットサービス、イネー 
ブラーなど）を提供していても、それらをインストールしないでください。 

ExpressCard の挿入 

a 注意： お使 r ヽのコン" b ューターおよび外#けメディアカードの損傷を防@め、 pc 力ードを 

ExpressCard スロットに挿入しないでください。 

注意： コネクタの損傷を防ぐため、以下の点に注意してください。 

ExpressCard の揷入時に無理な力を加えないでください。 

ExpressCard の使用中は、コンピューターを動かしたり運んだりしないでください。 

ExpressCard スロッ トには保護用力ードが挿入されている場合があります。保護用力ードを取り出す 
には、以下の操作を行います。 

1. 保護用力ードを押し込んで（1)、固定を解除します。 
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2. 保護用力ードをスロットから引き出します （2)。 



ExpressCard を挿入するには、以下の操作を行います。 

1. 力ードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 

2. 力ードを ExpressCard スロットに挿入し、しっかり収まるまで力ードを押し込みます。 



& 注記： 装着されている ExpressCard は、使用されていなくても電力を消費します。節電するには、 
使用していない ExpressCard を停止するか、取り出してください。 


ExpressCard の取り出し 

△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ため、 Expressed を取り出す箭厂こ力ード" I こアクセ 

スしていないことを確認して < ださし'^ 

1. 情報を保存し、 ExpressCard に関連するすべてのプログラムを閉じます。 

啟 注記： ExpressCard の安全な取り出しの手順について詳しくは、 ExpressCard に付属の説明書 
を参照してください。 

2. ExpressCard の固定を解除して取り外すには、以下の操作を行います。 

a. ExpressCard をゆっくりと押して（1)、固定を解除します。 

b . ExpressCard をスロットから引き出します （2)。 
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8 メモリモジュール 


お使いのコンピュ_夕_には、1つのメモリモジュールコンパ _ トメントがキ_ボ_ドの下に装備 
されています。コンピューターのメモリを増設するには、空いている拡張メモリモジュールスロッ 
卜にメモリモジュールを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモ 
リモジュールを交換します。 

コンピューターに取り付けるメモリモジュールはすべて同じ種類にする必要があります。メモリ容 
量をアップグレードする場合は、アップグレード用のモジュールがコンピューターにすでに取り付け 
られているモジュールと同じ種類であることを確認してください。 


△警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

△ 注意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前に、接地され 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

啟 注記： 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同じ大きさおよび同じ種類にしてください。 


メモリモジュールの追加または交換 

メモリモジュールを追加または交換するには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデ _ 夕を保存します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを短〈押してコンピュータ_の電源を入れます。次に、オペレーティングシステムの通 
常の手順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コードを抜きます。 

5. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 
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7. バッテリエリアのネジを取り外します。 


W 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 
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8. コンピューターの背面の縁から 2 つのネジカバー （1) および2つのネジ （2) を取り外します。 


m 注記： 一部のモデルでは、取り外すネジカバーやネジがありません。 



9. コンピューターのディスプレイがある方を上にして、コンピューターを可能な限り開きます。 


△注意： コンピューターを開くときに、ディスプレイのヒンジの限界を超えるほど無理な力を加 
えないでく tz ^ l \ 限界を超える力;^無理に大きく開こうとするとディスプレイが損傷します。_ 

10. スイッチカバーをディスプレイの方向にまっすぐにスライドさせて（1)、スイッチカバーを取 
り外します （2)。 
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11. キーボードからネジを取り外します。 

啟 注記： お使 O ' のコン"^ —ターに最も近し"^を参照してくせさい。 _ 以下の図は英語版のキー配 


列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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12. キーボードを奥のディスプレイの方向にスライドさせ（1)、キーボードを手前に回転させて （2) 
キーボードケーブルコネクタにアクセスできるようにします。 


m 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。以下の図は英語版のキー配 
列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 



△ 注意： キーボードケープノぜ切れたり裂けた上」しないよ i に注意してく运さしと 

または 


キーボードを奥のディスプレイの方向にスライドさせ（1)、キーボードを右側に回転させて （2) 
キーボードコネクタにアクセスできるようにします。 



A 注意： キーボードケーブ^が切れたり裂けた2しな p ように注意してくださ い。 

13. メモリモジュールを交換する場合は、装着されているメモリモジュールを取り外します。 

A Wm 7 メモリモラュールの損傷を防ぐため、ーメモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 

持ってく方さし V メモリモジュールの端子部分には触らないで < ださし、1 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 

取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 



14. 以下の手順に沿って、メモリモジュールを取り付けます。 


△注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 


a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを 45° の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます （2)。 


△注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを折り曲げないでくださ 
い。 
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カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます（3)。 
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15. キーボードを裏返してキーボードトレイに挿入し（1)、キーボードを所定の位置までスライド 
させます （2)。 


啟 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してください。以下の図は英語版のキー配 
列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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16 .キ_ボ_ドのネジを取り付けます。 

& 注記： お使いのコン" B ューターに最も近い図を参照してく召さし下の面てょ英語版のキー配 


列です。日本語版のキー配列とは若干異なります。 
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17. スイッチカバーをスイッチカバートレイの上に 置き（1)、 スイッチカバーをスライドさせて 
固定します（2)。 



18. コンピュータ _ のディスプレイを閉じます。 

19. バッテリベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定した平らな場所に置きま 
す。 

20. コンピューターの背面の縁の2つのネジ （1) および2つのネジカバー （2) を元の場所に取り 
付けます。 


歐 注記： 一部のモデルでは、取り付けなおすネジやネジカバーがありません。 



78 第 8 章 メモリモジュール 










21. バッテリエリアのネジを元の場所に取り付けます。 


m 注記： お使いのコンピューターに最も近い図を参照してくださし、。 



22. パ'ッテリを取り付けなおします。 

23. コンピューターのカバーを上にして置き、外部電源および外付けデバイスを接続しなおします。 

24. コンピューターの電源を入れます。 
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9 


セキュリテイ 


聲 注記： この章に記載されている機能の一部は、お使いのコンピューターまたはオペレーティング 
システムでは使用できない場合があります。 


コンピューターの保護 


歐 注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盗難を完全に防ぐものではありません。 


お使いのコンピューターが備えているセキュリティ機能で、コンピューター自体、個人情報、および 
データをさまざまなリスクから保護できます。コンピューターの使用方法によって、必要なセキュリ 
ティ機能が決まります。 


セキュリティ機能には、オペレーティングシステムに付属しているものもあります。その他のセキュ 
リティ機能は、以下の表のとおりです。これらのセキュリティ機能のほとんどは 、 [Computer Setup ] 
ユー亍イリテイ（以下 、 [Computer Setup ]) で設定できます。 


セキュリティの対象 

使用するセキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

パスワードまたはスマートカ _ ドを使用した電源投入時認証 

[Computer Setup] (f10) への不正アクセス 

[Computer Setup] のセットアップパスワード* 

ハードドライブのデータへの不正なアクセス 

[Computer Setup] の DriveLock (ドライブロック）パスワー 
ド* 

[Computer Setup] (f10) パスワードの不正なリセット 

[Computer Setup] の厳重なセキュリティ機能* 

オプティカルドライブ、フロッピーディスクドライブ、ま 
たは内蔵ネットワークアダプターからの不正な起動 

[Computer Setup] の [Boot options] (ブートオプション）機 
能* 

データへの不正なアクセス 

• フアイアウオールソフトウェア 


• オペレーティングシステムのアップデート 

[Computer Setup] 設定などのシステム識別情報への不正アク 
セス 

[Computer Setup] のセットアップパスワード* 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 

★[Computer Setup] は、コンピューターの電源投入時または再起動時に f10 キーを押してアクセスするユーテイリテイです。 
[Computer Setup] を使用するときは、コンピューターのキーを使用して移動や選択を行います。 
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パスワードの使用 

ほとんどのセキュリティ機能では、パスワードを使用します。パスワードを設定したら、パスワード 

を書き留めて、コンピューターとは別の安全な場所に保管してください。パスワードについては、以 

下の点に注意してください。 

• セットアップ、電源投入時、および DriveLock (ドライブロック）の各パスワードは [Computer 
Setup ] で設定され、システム BIOS によって管理されます。 

• [Computer Setup ] で内蔵セキュリティパスワードを有効にし、 BIOS をパスワードで保護できま 
す。内蔵セキュリティパスワードは、別売の内蔵セキュリティチップとともに使用されます。 

• オペレーティングシステムのパスワードは、オペレーティングシステムでのみ設定されます。 

• [Computer Setup ] で設定したセットアップパスワードを忘れると、 [Computer Setup ] ユーティ 
リティにアクセスできなくなります。 

• [Computer Setup ] で厳重なセキュリティ機能を有効にした状態でセットアップパスワードを忘 
れると、 コン ピューターにアクセスできな〈なり、 コン ピューターを使用できなくなります。詳 
しくは、テクニカルサポートまたは HP 認定のサービスプロバイダーにお問い合わせくださ 
い。 

• [Computer Setup ] で設定したセットアップパスワードを忘れてしまった場合は、コンピューター 
を起動したりハイパネーシヨンを終了したりできなくなります。詳しくは、テクニカルサボー 
卜または HP 認定のサービスプロバイダーにお問い合わせください。 

• [Computer Setup ] で設定した DriveLock の user password (ユーザーパスワード）と master 
password (マスターパスワード）の両方を忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されて 
いるハードドライブがロックされたままになり、恒久的に使用できなくなります。これらのパス 
ワードを両方とも忘れたためにハードドライブを交換する必要が生じた場合、保証期間内でもド 
ライブの交換は有償で承っておりますのでご了承ください。 

[Computer Setup ] の機能とオペレーティングシステムのセキュリティ機能には、同じパスワードを 

使用できます。また、複数の [Computer Setup ] 機能に同じパスワードを使用することもできます。 

パスワードを作成したり保存したりするときは、以下のヒントを参考にしてください。 

• パスワードを作成するときは、プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 

以下の表によく使用されるオペレーティングシステムのパスワードと [Computer Setup ] のパスワー 
ドの一覧を示し、それぞれの機能を説明します。 

オペレーティングシステムでのパスワードの設定 


オペレーティングシステムのパスワード 

機能 

root パスワード* 

オペレーティングシステムの root レベルのアカウントへの 
アクセスを保護します 

ユーザーパスワード* 

オペレーティングシステムのユーザーアカウントへのアク 
セスを保護します 

* オペレーティングシステムの root パスワードまたはユーザーパスワードの設定については、 [Computer] (コンピュー 
夕） —[Help and Support] (ヘルプとサボート）の順にクリックしてください 
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[Computer Setup 】 でのパスワードの設定 


[Computer Setup] パスワード 

機能 

セットアップパスワード 

[Computer Setup] へのアクセスを保護します 

DriveLock の master password (マスターパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。また、 DriveLock による保護の解除 
に使用します。このパスワードは DriveLock を有効にする操 
作の過程で設定します 

DriveLock の user password (ユーザーパスワード） 

DriveLock によって保護されている内蔵ハードドライブへの 
アクセスを保護します。 DriveLock を有効にする操作の過程 
で設定します 


セットアップパスワード 

[Computer Setup ] のセットアップパスワードは、 [Computer Setup ] 内の設定値とシステム識別情報 
を保護します。いったんこのパスワードを設定すると、次回から [Computer Setup ] にアクセスすると 
き、および [Computer Setup ] を使用して変更を行うときにはパスワードの入力が必要になります。 

セットアップパスワードには以下のような特徴があります。 

• [Computer Setup ] のセットアップパスワードとオペレーティングシステムの root パスワード 
には同じ文字列を使用できますが、互いの機能を代替できるものではありません。 

• パスワードは、設定、入力、変更または削除するときに画面に表示されません。 

• パスワードを入力するときは、設定したときと同じキーを使用する必要があります。たとえば、 
ファンクションキーの下にある数字キーを使用してセットアップパスワードを設定した場合、 
その後内蔵テンキーを使用して入力しても同じ文字として認識されません。 

• 32 文字以内の半角英数字の組み合わせで、大文字と小文字は区別されません。 

セットアップパスワードの管理 

セットアップパスワードは、 [Computer Setup ] で設定、変更、および削除できます。 

このパスワードを管理、設定、変更、および削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定）^ [Setup Password] (セットアップパ 
スワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• セットアップパスワードを設定するには、 [New password] (新しいパスワード）フィー 
ルドと [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入 
力して、 flO キーを押します。 

• セットアップパスワードを変更するには、 [Old password] (現在のパスワード）フィー 
ルドに現在のパスワードを入力し、 [New password] フィールドおよび [Verify new 
password] フィールドにパスワードを入力して、 flO キーを押します。 

• セットアップパスワードを削除するには、 [Old password] フィールドに現在のパスワー 
ドを入力して、 flO キーを押します。 

3. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）^ [Save changes and exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 
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選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


セットアップパスワードの入力 

[Setup password] (セットアップパスワード）の入力画面で、（パスワードの設定時に使用した同 
じ種類のキーを使用して）セットアップパスワードを入力し、 enter キーを押します。3回続けて間 
違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおしてください。 

[Computer Setup ] の DriveLock (ドライブロック）の使用 

A WM DriveLock で保護されているハードドライブが恒久的に使用できなくなる^を防ぐため、 

DriveLock の user password (ユー ザー パ スワー ド） と master password (マスター パ スワー ド） 

を、紙などに書いて他人の目にふれない安全な場所に保管しておいてください。 DriveLock パスワー 
ドを両方とも忘れてしまうと、これらのパスワードで保護されているハードドライブがロックされた 
ままになり、恒久的に使用できなくなります。 


DriveLock で保護することによって、ハードドライブのデータへの不正なアクセスを防止できます。 
DriveLock による保護は、コンピューターの内蔵ハードドライブにのみ設定できます。いったん 
DriveLock による保護を設定すると、ドライブにアクセスするときにパスワードの入力が必要になり 
ます。 DriveLock のパスワードでドライブにアクセスするには、ドライブを別売のドッキングデバイ 
スや外付けマルチベイではなく、コンピューターに装着しておく必要があります。 

DriveLock による保護をコンピューターの内蔵ハードドライブに設定するには、 [Computer Setup] で 
user password および master password を設定しておく必要があります。 DriveLock による保護を設 
定するときは、以下の点に注意してください。 

• いったん DriveLock による保護を設定すると、 user password または master password のどちら 
かを入力することでのみ、保護されているハードドライブにアクセスできるようになります。 

• user password は、通常システム管理者ではなく実際にハードドライブを使用するユーザーが設 
定する必要があります。 master password は、システム管理者または実際にハードドライブを使 
用するユーザーが設定できます。 

• user password と master password は、同じであってもかまいません。 

• DriveLock によるドライブの保護を解除しないと、 user password や master password を削除で 
きません。 DriveLock によるハードドライブの保護を解除するには、 master password が必要で 
す。 


DriveLock パスワードの設定 

[Computer Setup] で DriveLock の設定値にアクセスするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [F10 = ROM Based Setup] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定） —> [DriveLock passwords] (DriveLock パ 
スワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 保護するハードドライブが搭載されているベイを選択して、 flO キーを押します。 

4. 矢印キーを使用して [Protection] (保護）フィールドの [Enable] (有効）を選択し、 flO キーを 
押します。 

5. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 flO キーを押します。 

6. user password (ユーザーパスワード）を [New password] (新しいパスワード）フイールド 
と [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フイールドに入力して、 flO キーを押し 
ます。 
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7. master password (マスターパスワード）を [New password] フイールドと [Verify new 
password] フィールドに入力して、 flO キーを押します。 

8. 選択したドライブが DriveLock によって保護されているかを確認するには、確認用のフィールド 
に 「 DriveLockj と入力して、 flO キーを押します。 

9. 矢印キーを使用して [Esc] (終了）を選択し、 DriveLock 設定を終了します。 

10. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）― •[Save changes and exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock パスワードの入力 

ハードドライブが、別売のドッキングデバイスや外付けマルチベイではなくコンピューター本体の 

ハードドライブベイに装着されていることを確認します。 

[DriveLock Password] ( DriveLock パスワード）画面が表示されたら、パスワードを設定したとき 

と同じ種類のキーを使用して user password (ユーザーパスワード）または master password (マ 

スターパスワード）を入力し、 enter キーを押します。 

パスワードを2回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターの電源を切ってから再び起動し、 

入力しなおしてください。 

DriveLock パスワードの変更 

[Computer Setup ] で DriveLock の設定値にアクセスするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定） [DriveLock passwords] ( DriveLock パ 
スワード）の順に選択し、 enter キ_を押します。 

3. 矢印キ _ を使用して内蔵ハ _ ドドライブの場所を選択し、 flO キ _ を押します。 

4. 矢印キーを使用して、変更するパスワードに対するフィールドを選択します。 [Old password] 
(現在のパスワード）フィールドに現在のパスワードを、 [New password] (新しいパスワー 
ド）フィールドと [Verify new password] (新しいパスワードの確認）フィールドに新しいパ 
スワードを入力し、 flO キーを押します。 

5. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル） 一» [Save changes and exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

DriveLock による保護の解除 

[Computer Setup ] で DriveLock の設定値にアクセスするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定） 一 >• [DriveLock passwords] ( DriveLock パ 
スワード）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キ _ を使用して内蔵ハ _ ドドライブの場所を選択し、 flO キ _ を押します。 

4. 矢印キーを使用して、プロテクトを解除するハードドライブが搭載されているベイを選択し、 
flO キーを押します。 
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5. [Old password] (現在のパスワード）フイールドに、 master password (マスターパスワー 
ド）を入力します。 flO キーを押します。 

6. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル）— [Save changes and exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] のセキュリティ機能の使用 

システムデバイスのセキュリティ保護 

[Computer Setup ] の [Boot options ] (ブートオプション）メニューまたは [Port options ] (コネクタ 

オプション） メニューで、 システムデバイスの有効/無効を切り替えられます。 

[Computer Setup ] でシステムデバイスを無効または再び有効にするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration] (システムコン フィ ギュ レーション） — > [Boot 
Options] (ブートオプション）または [System Configuration] —[Port Options] (コネクタ 
オプション）の順に選択します。次に、 enter キーを押してから、矢印キーを使用して設定を選 
択します。 

3. 設定を確定するには、 flO キーを押します。 

4. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [File] (ファイル） 一 » [Save changes and exit] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の厳重なセキュリティの使用 


A 注意 コンピユーターが恒久的に使用できなくなることを防ぐため、設定したセットアップパス 

ワードまたはスマートカードの PIN を、紙などに書いて他人の目にふれない安全な場所に保管して 
おいてください。これらのパスワードや PIN を忘れてしまうと、コンピューターのロックを解除でき 
なくなります。 


厳重なセキュリティ機能を使用すると、システムへのアクセスを許可する前に、設定したセットアッ 
プパ スワー ドまたは スマートカー ドの PIN による ユーザー 認証を強制することで電源投入時のセ 
キュリティを強化できます。 

厳重なセキュリティの設定 

[Computer Setup ] で厳重なセキュリティを有効にするには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [Security] (セキュリティ設定） — > [Password options] (パスワードオ 
プシヨン）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して、 [Stringent security] (厳重なセキュリティ）フィールドで [Enable] (有 
効）を選択します。 

4. 警告メッセージが表示されます。操作を続ける場合は、 flO キーを押します。 
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5. コンピューターの電源を入れるたびにこの機能を有効にするには、 flO キーを押します。 

6. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [ File ] (ファイル） 一 》[Save changes and exit ] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

厳重なセキュリティによる保護の解除 

[Computer Setup ] で厳重なセキュリティによる保護を解除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [ Security ] (セキュリティ設定） —> [Password options ] (パスワードオ 
プシヨン）の順に選択し、 enter キーを押します。 

3. 矢印キーを使用して [Stringent security ] (厳重なセキュリティ）フィールドで [ Disable ] (無 
効）を選択し、 flO キーを押します。 

4. 設定内容を保存するには、矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ） [Save changes and exit ] 
(変更を保存して終了）の順に選択してから、画面の説明に沿って操作します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] のシステム情報を表示する 

[Computer Setup ] の [System Information ] (システム情報）機能では、以下の2種類のシステム情報 

を表示できます。 

• コンピューターモデルについての識別情報 

• プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、システム ROM についての仕様情報 

これらのシステム情報全般を表示するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ）— •[System Information ] (システム情報）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 


歐 注記： この情報への不正なアクセスを防ぐには、 [Computer Setup ] でセツトアップパスワードを 
作成する必要があります。 


ファイアウオールソフトウェアの使用 

コンピューターで電子メ _ルやネットワークを使用したりインタ_ネットにアクセスしたりする場 
合、使用者、コンピューター、および使用者の個人用ファイルに関する情報を、第三者が不正に取得 
してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリインストールされ 
ているファイアウォールソフトウェアを使用するには、以下の操作を行います。 

▲ [ Computer ] (コン ピュータ） — > [Control Center ] (コントロール センター） — > [ YaST ]— > 
[Security and Users ] (セキュリティとユーザー） [ Firewall ] (ファイアウオール）の順に選 
択します。 

ログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用して、コンピューター 
での送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を參照するか、またはフアイ 
アウオールの製造元に問い合わせてください。 
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啟 注記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックし 
たり、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添 
付ファイルをブロックしたりすることがあります。問題を一時的に解決するには、ファイアウォール 
を無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に 
解決するには、ファイアウォールを再設定します。 


自動オンラインアップデートのセツトアップ 


啟 注記： 自動オンラインアップデートを受信するには、ネットワークに接続する必要があります。 
自動オンラインアップデートをセットアップするには、以下の操作を行います。 

1. [Computer] ( コンピュータ ） — > [Control Center ] (コン ト ロールセンター ） — ^ [YaST]— > 
[Software] (ソフトウェア） —> [Online Update Configuration] (オンラインアップ デー ト設 
定）の順に選択します。 

2. [Enable Automatic Update] (自動アップデートを有効にする）チェックボックスにチェック 
を入れます。 

3. 自動オンラインアップデートで優先するオプションを選択します。 

セキュリティロックケーブルの取り付け 


歐 注記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューターの誤った取り扱い 
や盗難を完全に防ぐものではありません。 


1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 



& 注記： セキュリティロックケーブル用スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異な 


ります。 
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10 Computer Setup 


[Computer Setup ] の開始 

[Computer Setup ] は、プリインス！ルされた ROM ベースのユー亍イリテイです。オペレーテイン 
グシステムが動かなかったり読み込まれなかったりする場合でも使用できます。 


W 注記： このガイドに記載されている [Computer Setup ] の一部のメニュー項目は、お使いのコンビュー 
夕一 またはオペ レー ティ ングシステムでは使用できない場合があります。 

注記 ： [Computer Setup ] ではポインティングデバイスを使用できません。項目間を移動したり項 
目を選択したりするには、キーボードを使用してください。 

注記 ： [Computer Setup ] では、 USB レガシーサボート機能が有効な場合にのみ USB 接続された外 
付けキーボードを使用できます。 


[Computer Setup ] を開始するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。 

2. オペレーティングシステムが開く前で、画面の左下隅に [ F 10 二 ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 f 10 キーを押します。 

[Computer Setup ] の使用 

[Computer Setup ] での移動および選択 

[Computer Setup ] の情報および設定は、 [ File ] (ファイル）、 [ Security ] (セキュリティ）、 [ Diagnostics ] 
(診断 ）、 [System Configuration ] (システムコンフィギュレーシヨン）の4つのメニューからアクセ 
スできます。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 f 10 キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

[Computer Setup ] はオペレーティングシステムのユーティリティではないため、タッチパッド 
には対応していません。項目間の移動および項目の選択は、キー操作で行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、矢印キーを使用します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを押します。 

• 開いているダイアログボックスを閉じて [Computer Setup ] のメイン画面に戻るには 、 esc 
キーを押します。 
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• ヘルプを表示する場合は、 fl キーを押します。 

• 表示言語を変更する場合は、 f 2 キーを押します。 

2. [ File ]、[ Security ]、[ Diagnostics ]、 または [System Configuration ] メニューを選択します。 

3. 以下のどちらかの方法で [Computer Setup ] を終了します。 

• 設定を保存しないで [Computer Setup ] を終了するには、矢印キーを使用して [ File ] 
[Ignore Changes And Exit ] (変更を無視して終了）の順に選択します。画面の説明に沿っ 
て操作します。 

• 設定を保存して [Computer Setup ] を終了するには、矢印キーを使用して [ File]->[Save 
Changes And Exit ] (変更を保存して終了）の順に選択します。画面の説明に沿って操作 
します。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

[Computer Setup ] の工場出荷時設定の復元 

[Computer Setup ] のすベての設定を工場出荷時の設定に戻すには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターを起動または再起動して画面の左下隅に [ F 10 = ROM Based Setup ] というメッ 
セージが表示されている間に、 flO キーを押して [Computer Setup ] を起動します。 

2. 矢印キーを使用して [ File ] (ファイル ） —[Restore Defaults ] (初期設定に設定）の順に選択 
し、 enter キーを押します。 

3. 確認ダイアログボックスが表示されたら、 flO キーを押します。 

4. 設定を保存して [Computer Setup ] を終了するには、矢印キーを使用して [ File ] — [Save 
Changes And Exit ] (変更を保存して終了）の順に選択します。画面の説明に沿って操作しま 
す。 

選択または設定した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 


啟 注記： 上記の手順で工場出荷時の設定を復元しても、パスワードおよびセキュリティの設定は変更 
されません。 


[Computer Setup ] のメニュー 


このセクシヨンのメニユーの表に、 

[Computer Setup ] のオプションの概要を示します。 

啟 注記： このガイドに記載されている [Computer Setup ] の一部のメニュー項目は、お使いのコンピュー 
夕一またはオペレーティングシステムでは使用できない場合があります。 

[ File ] (ファイル）メニュー 

啟 注記： このセクションに記載されている一部のメニュー項目は、お使いのコンピューターまたは才 
ペレーティングシステムでは使用できない場合があります。 


選択 

設定内容 

System information (ン ス丁ム1 肓 幸艮） 

• コンピューターの識別情報を表示します 

• プロセッサ、キャッシュサイズおよびメモリサイズ、 
システム ROM についての仕様情報を表示します 

Restore Defaults (初期設定に復元） 

[Computer Setup] の設定を工場出荷時の設定に戻します（こ 
のコマンドを使用して工場出荷時の設定を復元しても、パス 
ワードおよびセキュリティ関連の設定は変更されません） 
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選択 

設定内容 

Ignore Changes And Exit (変更を無視して終了） 

そのセッションで行った変更をキャンセルします。次に終了 
してコンピューターを再起動します 

Save Changes And Exit (変更を保存して終了） 

そのセッションで行った変更を保存します。次に終了してコ 
ンピューターを再起動します。変更した内容は、次回コン 
ピューターを起動したときに有効になります 


[ Security ] (セキユリテイ）メニュ ー 


ぽ 注記： このセクションに記載されている一部のメニュー項目は、お使いのコンピューターまたは才 
ペレーティングシステムでは使用できない場合があります。 


選択 設定内容 


Setup Password (セットアップパスワード） 

セットアップパスワードを入力、変更、または削除します 

Password 

Options (パスワードオプション） 

參 

厳重なセキュリティを有効/無効にします 



參 

コンピューターの再起動時のパスワード要求を有効/無効 
にします 

DriveLock 

Passwords (DriveLock パスワード） 

• 

システム内のハードドライブの DriveLock ( ドライブロツ 
ク）を有効/無効にします 



參 

別売のマルチベイハードドライブの DriveLock を有 
効、変更、または無効にします 



注記： コンピューターを再起動するのではなく、電源を入 
れて [Computer Setup] を開いた場合にのみ、 DriveLock の設 
定値にアクセスできます 


System IDs (システム ID) コンピューターの、ユーザー定義のァセットタグおよびオー 

ナーシップタグを入力します 


Disk Sanitizer (ディスククリーナー） メインハードドライブにあるすベてのデータを消去する 

[Disk Sanitizer] を実行します以下のオプションがあります 

• Fast (高速）：消去サイクルを1度実行します 

• Optimum (最適）：消去サイクルを3度実行します 

• Custom (カスタム）：消去サイクルの実行回数をリスト 
から選択できます 

注意： [Disk Sanitizer] を実行すると、メインハードドライ 
ブのデータは完全に消去されます 


[ Diaanostics ] (診断）メニュー 


m 注記： このセクションに記載されている一部のメニュー項目は、お使いのコンピューターまたは才 
ペレーテイングシステムでは使用できない場合があります。 


選択 

設定内容 

HDD Self-Test Options (ハードドライブの自己診断オプシヨ 
ン） 

システム内の任意のハードドライブ、または任意の外付けマ 
ルチベイハードドライブに対する包括的な自己診断テストを 
実行します 

Memory Check (メモリチェック） 

システムメモリの包括的なチェックを実行します 
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[System Configuration] ( 詳細設定）メニュー 


& 注記： このセクションに記載されている一部のメニュー項目は、お使いのコンピューターまたは才 
ペレーティングシステムでは使用できない場合があります。 


選択 


Language (言言音） 

Boot options (ブートオプション) 


Device Configurations (デバイス構成) 


設定内容 


[Computer Setup] の使用言語を変更します 


• 起動時の f9、 flO および f12 の遅延（キー入力を待つ時 

間）を設定します 

• CD-ROM のブートを有効/無効にします 

• フロッピーディスクのブートを有効/無効にします 

• 内蔵ネットワークアダプターのブートを有効/無効にし 

ます 

• マルチブートを有効/無効にする。マルチブートはシステ 

ム内のブート可能なほとんどのデバイスのブート順序を 

設定します 

• Express Boot Popup (高速ブートポップアップ）の遅 

延を秒単位で設定します 

• ブート順序を設定する 

。 1st boot device (1 番目のブートデバイス）： 

USB CD-ROM 

。 2nd boot device (2 番目のブートデバイス）： 
USB フロッピー 

。 3rd boot device (3 番目のブートデバイス）： 

USB SuperDisk 

。 4th boot device (4 番目のブートデバイス）：コン 
ピュ_夕_本体のハードドライブ 

。 5th boot device (5 番目のブートデバイス）： USB 
ハードドライブ 

。 6th boot device (6 番目のブートデバイス）：ネッ 
トワークコント ローラー 


• fn キーと左側の Ctrl キーの機能を入れ替えます 

• USB レガシーサボート機能を有効/無効にします。 USB 
レガシーサポートを有効にすると、以下のことが可能 
になります 

。 オペレーティングシステムが実行されていなくて 
も、 USB 対応キーボードを [Computer Setup] で使 
用できます 

。 コンピューターの USB コネクタに接続されている 

ハードドライブ、フロッピーディスクドライブ、 
およびオプティカルドライブを含めた、ブート可 
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選択 設定内容 

能な USB デバイスからコンピューターを起動でき 
ます 

• BIOS DMA データ転送を有効/無効にします 

• 外部電源使用時のシステムのファンを有効/無効にしま 
す 

• データ実行防止設定 (DEP) を有効/無効にします 

• LAN の省電カモードを有効または無効にします 

• SATA ネイティブモードを有効/無効にします 

• デュアルコア CPU を有効/無効にします 

• HDD 変換モードを有効/無効にします 

Built-in device options (内蔵デバイスオプション） • 内蔵無線 LAN デバイスの無線を有効/無効にします 

• 内蔵 Bluetooth デバイスの無線を有効/無効にします 

• ネツ トワークインタフエースコントローラー （NIC) 
を有効/無効にします 

• LAN/ 無線 LAN の切り替えを有効/無効にします 

• ウェイクオン LAN を有効/無効にします 

• 内蔵カメラ （Web カメラ）を有効/無効にします 

Port options (コネクタオプション） • USB コネクタを有効/無効にします 

• ExpressCard スロットを有効/無効にします 
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